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東北大 ･工 原 啓 明
Random walkの理論は,これまで拡散,高分子,格子グリー ン関数等の問題で使わ




















1と規格化されているo Walkerのメモ リー は37Ntl , EN が以前のWや F',言, に依存
する形で導入する｡又環境の Walkerに対する影響は場所を表わす軸と平行な軸 (一次












解析的議論n～f三め, (1',(2)における量に対応する連続変数 x'-言 ),t'-芸 )







一芸 (KIW,+ 鰭 (妄2W),(F､打 7-1), (3)































メモ リー のモデルとしてP~(x,i)-p-(a,i)±bw(a,i), bはメモリーを表わすパ ラ+ 十












u(a)=了了7- G(方) (α:定数 ) (6)10
と表わされる｡ G(a)は拡散の項を含んでいるO又 E.は反応前の酵素の濃度, rl｡は基質
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